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合志市議会だより

合
志
市
の
財
政
運
営

大
丈
夫
か
！

齋
藤
　
正
昭 

議
員

貧
困
対
策
の
砦
、保
育
園
と

　
学
童
保
育
の
整
備
を
！

神
田
　
公
司 

議
員

対応が急がれる未登記市道

4月から新設された西合志南小学童クラブバンビ3

齋
藤
　
昨
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
市
財
政

計
画
と
、平
成
28
年
度
当
初
予
算
を
比
較
す

る
と
約
12
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。何

の
事
業
が
財
政
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
か
。

財
政
課
長　

２
つ
の
保
育
園
と
子
ど
も
園
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
、
生
活
保

護
費
や
障
が
い
者
福
祉
費
の
伸
び
、
ま
た

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
や
小
中
学
校
分
離
新

設
委
託
料
等
、
国
の
補
正
予
算
や
制
度
改

正
に
伴
う
も
の
や
事
業
の
前
倒
し
等
に
よ

り
財
政
計
画
と
大
き
な
差
が
出
た
。

齋
藤
　
財
政
計
画
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
８
年
間
で
約
44
億

円
の
基
金
を
取
り
崩
す
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
９
年
後
に
予
算
が
組
め

る
の
か
非
常
に
心
配
だ
が
。

財
政
課
長
　
事
業
の
取
捨
選
択
と
職
員
の

意
識
改
革
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

市
長
　
財
政
の
体
力
を
つ
け
、
次
の
10
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
基
金
の
積
み

増
し
を
行
っ
て
き
た
。
税
収
増
を
確
保
す

る
た
め
の
規
制
緩
和
も
国
や
県
の
理
解
が

得
ら
れ
た
。
議
会
で
も
財
政
調
査
・
研
究

長岡京市

牧方市

高槻市

明石市

議
員
定
数
24
名
、
４
常
任
委
員
会
。

平
成
24
年
３
月
に
「
長
岡
京
市
議
会
基

本
条
例
」
を
制
定
。
市
民
と
と
も
に
歩

む
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
構
築
を
目

指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
議
会
基
本
条
例

の
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
「
議

会
改
革
検
討
項
目
」
を
23
項
目
設
定
し
、

活
発
に
議
論
し
て
い
る
。
土
日
で
の
一

般
質
問
実
施
・
各
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
・
市

民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
全
会
一
致
で
結
論
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

議
員
定
数
28
名
、
５
常
任
委
員
会
、
１

特
別
委
員
会
。

従
来
予
算
審
査
は
各
所
管
の
常
任
委
員

会
に
分
割
付
託
、
決
算
は
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
審
査
し
て
い
た
。
こ
の
方

法
で
は
①
予
算
の
「
分
割
付
託
」
に
つ

い
て
法
的
な
問
題
あ
り
。
②
決
算
の
意

見
を
新
年
度
に
反
映
す
る
た
め
審
査
時

期
の
前
倒
し
が
必
要
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を

平
成
26
年
４
月
に
設
置
し
た
。
運
営
に

つ
い
て
は
、
各
派
代
表
者
会
議
を
開
催

し
、
八
尾
市
議
会
予
算
決
算
委
員
会
の

申
し
合
わ
せ
事
項
を
決
定
し
た
。

議
員
定
数
32
名
、
４
常
任
委
員
会
。

「
災
害
対
策
連
絡
会
議
」
は
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

「
地
震
（
震
度
５
以
上
）
等
の
災
害
が

発
生
し
た
と
き
、
市
災
害
対
策
本
部
と

市
議
会
が
連
携
し
、
災
害
対
策
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
議
員
自
ら
が
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
」
が

目
的
で
あ

る
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
用
い

た
救
命
講

習
会
や
災

害
時
に
お

け
る
議
会

の
役
割
に

関
す
る
研

修
会
な
ど

開
催
し
て

い
る
。

編
集
委
員
７
名
、
発
行
回
数
年
５
回
、

配
布
数
市
内
全
戸
約
５
万
部
（
宅
配
業

者
委
託
）、
規
格
Ａ
４
判
（
12
ペ
ー
ジ
）、

予
算
：
印
刷
製
本
費
2
2
0
万
円
・
配

布
委
託
料
1
4
7
万
円

特
徴　

視
覚
障
害
の
方
や
高
齢
者
の
議

会
だ
よ
り
に
対
す
る
関
心
に
際
し
、

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
と
し
て
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
に
議
会
報
の
朗
読
を
録
音
し

て
対
象
者
に
配
布
す
る
事
業
は
特
徴
的

で
、
予
算
15
万
円
程
度
で
大
変
効
果
の

期
待
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

編
集
委
員
７
名
、
発
行
回
数
年
５
回
、

配
布
数
市
内
全
戸
及
び
主
要
施
設
約
11

万
部
、
規
格
Ｂ
判
タ
ブ
ロ
イ
ド
（
８

ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
）
、
予
算
：
印
刷

製
本
費
3
1
2
万
円
・
配
布
委
託
料

3
3
6
万
円
・
役
務
費
42
万
円

特
徴　

事

務
局
及
び

総
務
課
職

員
が
す
べ

て
の
原
稿

記
事
の
取

材
、
作
成
、

レ
イ
ア
ウ

ト
を
行
っ

て
お
り
、

会
期
中
か

ら
作
業
に

入
る
こ
と

で
、
会
期

終
了
後
、
何
と
わ
ず
か
２
週
間
と
い
う

ス
ピ
ー
ド
で
発
行
ま
で
至
っ
て
い
る
。

他
に
も
定
例
会
開
催
予
告
ポ
ス
タ
ー
と

広
報
発
行
の
予
告
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
配

布
と
い
う
、
大
変
珍
し
い
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。

編
集
委
員
９
名
、
発
行
回
数
年
６
回
、

配
布
数
市
内
全
戸
約
16
万
２
千
部
（
市

広
報
と
同
時
配
布
）
、
規
格
Ａ
４
判

（
16
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
）
、
予
算
：

印
刷
製
本
費
5
7
0
万
円
・
配
布
委
託

料
6
0
0
万
円

特
徴　

事
務
局
職
員
及
び
印
刷
業
者
が

原
稿
記
事
の
取
材
、
作
成
の
ほ
と
ん
ど

を
行
っ
て
お
り
、
編
集
委
員
は
「
雑
記

帳
」
の
記
事
を
書
く
の
み
で
あ
る
。
唯

一
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
、
表

紙
写
真
の
公
募
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
応

募
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

現
在
は
中
断
し
て
い
る
。

議会運営委員会
平成28年2月1～3日　京都府長岡京市・大阪府八尾市・枚方市

【視察委員】 委員長 青木　照美 副委員長 松井美津子
 委　員 坂本　武人 委　員 池永　幸生
 委　員 来海　恵子 委　員 濱口　正曉
 委　員 松本　龍一 議　長 吉永　健司

【視察委員】 委員長 坂本　武人 副委員長 上田　欣也
 委　員 後藤　修一 委　員 青山　隆幸
 委　員 野口　正一 委　員 澤田　雄二

議会広報調査特別委員会
平成28年１月26～28日 大阪府池田市・高槻市・兵庫県明石市

１
月
28
日　

大
阪
府
高
槻
市
議
会

１
月
26
日　

大
阪
府
池
田
市
議
会

１
月
27
日　

兵
庫
県
明
石
市
議
会

２
月
１
日　

京
都
府
長
岡
京
市

議
会
改
革
の
取
り
組
み

２
月
３
日　

大
阪
府
枚
方
市

災
害
対
策
連
絡
会
議
及
び
訓
練

２
月
２
日　

大
阪
府
八
尾
市

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
議
会
と
行
政
の
活
発
な
議
論
を
通
し

て
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
た
い
。

齋
藤
　
旧
西
合
志
地
内
に
お
い
て
20
年
以

上
放
置
さ
れ
た
未
登
記
市
道
路
線
が
あ
る

が
、
固
定
資
産
税
の
課
税
等
の
問
題
も
含

め
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
在

ま
で
の
処
理
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

建
設
課
長
　
平
成
27
年
度
ま
で
に
６
路
線

が
終
了
予
定

で
あ
る
。
残

り
６
路
線
に

つ
い
て
は
、

今
後
３
〜
４

年
を
め
ど
に

解
消
し
た
い

と
考
え
て
い

る
。

齋
藤
　
旧
合
志
町
と
旧
西
合
志
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
は
、
合
併
10
年
を
経
て
も
異

な
っ
た
ま
ま
だ
。
旧
合
志
町
に
お
い
て
も

施
設
の
建
設
も
含
め
て
早
急
に
方
向
性
を

決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
区
長
会
等
を
通
じ
て
相
談
、
お
願

い
を
し
て
い
き
た
い
。

　

 　

神
田
　
来
年
度
の
保
育
園
の
入
園
者
数
、

待
機
児
童
数
、
学
童
保
育
の
入
所
児
童
数

と
待
機
児
童
数
は
。
ひ
と
り
親
家
庭
に

と
っ
て
、
今
の
保
育
園
は
貧
困
対
策
の
最

後
の
砦
。
保
育
園
に
入
所
で
き
る
の
か
ど

う
か
で
貧
困
問
題
が
大
き
く
規
定
さ
れ
る
。

学
童
保
育
も
今
年
度
の
待
機
児
童
数
が
厚

労
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
全
国
的
で
１
７
０

０
０
人
近
く
い
る
が
。

子
育
て
支
援
課
長
　
来
年
度
の
保
育
園
の

入
園
者
は
、
現
在
３
次
審
査
を
予
定
し
て

い
て
若
干
数
字
は
変
わ
る
が
、
平
成
28
年

度
の
入
園
者
数
は
２
３
８
１
人
、
待
機
児

童
が
58
人
。
待
機
児
童
の
内
訳
は
０
歳
児

７
人
、
１
歳
児
23
人
、
２
歳
児
10
人
、
３

歳
児
14
人
、
４
歳
児
２
人
、
５
歳
児
２
人

と
な
っ
て
い
る
。
学
童
保
育
で
は
、
４
月

の
登
録
児
童
数
は
９
９
３
人
。
今
年
度
は

南
ヶ
丘
小
学
校
で
５
人
が
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
を
し
て
い
る
。

神
田　

２
０
１
５
年
12
月
25
日
、
県
子
ど

も
未
来
課
長
か
ら「
熊
本
県
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
廃
止
及
び
今
後

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
」

と
い
う
文
書
が
各
市
町
村
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
主
管
課
長
あ
て
に
出
さ
れ
た
。

運
営
主
体
へ
の
周
知
・
助
言
の
中
で
「
保

育
料
の
納
入
義
務
者
に
特
別
な
事
情
が
あ

り
、
保
育
料
の
納
入
が
で
き
な
い
と
き
は
、

そ
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。」
と
な
っ
て
い
る
。
母
子
世

帯
と
父
子
世
帯
の
多
く
の
子
ど
も
は
学
童

保
育
を
利
用
し
て
い
る
。
貧
困
率
は
、
母

子
世
帯
は
50
％
以
上
、
父
子
世
帯
も
30
％

以
上
。
実
施
主
体
と
し
て
の
合
志
市
の

「
保
育
料
の
免
除
」
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

利
用
料
の
減
免
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
保
護
者
会
の
運
営
の
形

態
で
は
利
用
者
世
帯
の
収
入
情
報
等
の
取

り
扱
い
が
難

し
く
実
現
が

で
き
な
い
。

来
年
度
に
運

営
形
態
の
検

討
す
る
中
で

利
用
者
の
減

免
制
度
に
つ

い
て
も
検
討

し
て
い
き
た

い
。

　

 　


